
１．学びのまち犬山をめざして  
 人生を豊かにする。豊かさの質を高める！        誰もが、一度きりの人生を豊かなものにしたいと願っていますが、それを実現するためには、学びや遊び   に対して、どれだけ意欲的になれるかが重要です。    人は、「自ら学び続ける」ことで、人生を豊かにするだけでなく、豊かさの質を高めることができます。  
 個性あふれる地域資源を活かす！      犬山市の豊かな自然や文化財などの個性あふれる地域資源は、私たちの感性を育くみ、「学び」にとって最 良の教材であり、これらをひとづくりに活かさない手はありません。地域資源に恵まれ、都心へのアクセス も良好な犬山市は、子どもを産み、育てるのに最適なまちです。 
 

 「ひとづくり」を「まちづくり」の根幹に！     これからのまちづくりを支えるのは、地域の担い手にはじまり、わが国の強みである知恵と技術力を武器 に、やがては、世界を舞台に活躍できる人材です。「まちづくり」は「ひとづくり」の信念のもと、「ひとづ くり」を「まちづくり」の根幹に置き、各地域の特徴を活かした「犬山らしい」ひとづくりを進めます。  
 担い手同士の連携プレーで取り組む！     市民一人ひとりが、生涯にわたって自ら学び続け、育ちの対象となるとともに、それぞれが、家庭、地域 などにおいて教育の担い手となり、担い手同士の連携プレーにより、犬山市全体で「学びのまち犬山」実現 をめざして取り組みます。  
 「暮らしたい」「訪れたいまち」まちへ！     市民自らが、地域の中で学び続けることによって、それぞれの地域の魅力を再認識し、愛着をもってまち づくりを推進することで、「教育のまち」が犬山市の求心力となり、市内に住む人が「ずっと暮らしていたい」、 市外の人が「訪れたい」、「ここで暮らしたい」と思えるまちになります。          
 

  
 基本理念(めざす方向性)  
 生涯にわたって自ら学び続けるひとづくり 



２．基本理念の実現に向けて  
 本気で向きあう！   基本理念の実現に向けて、家庭や地域、教育委員会・市、学校・子ども未来園などの様々な主体が、担い 手としての自覚を持ち、自らの役割を果たしつつ、お互いに連携・協力しながら取組みを推進していくこと が重要です。  そのためには、それぞれの主体が、本気本気本気本気でででで向向向向きあうきあうきあうきあう必要があります。   

     
 

 

 

教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会・・・・市市市市    

    ・市民の信頼と期待に応え、開か  れた教育行政を推進します。 ・施策を常に検証し、課題に対し  て積極的に思考し、行動するこ  とで、取組みを進化させます。 ・乳幼児から大学生まで切れ目な  い教育を展開します。 ・教育だけでなく、福祉・環境な  ど行政の多様な分野が横断的に  連携して人づくりを進めます。 

学校学校学校学校・・・・子子子子どもどもどもども未来園未来園未来園未来園    ・「面白い」「わかりやすい」  授業づくりに努め、「子ども  たちが通いたい学校」をつく  ります。 ・課題やひとに対して真摯に向  きあう「頼れる学校」をつく  ります。 ・豊かな心と丈夫な体でよく遊  ぶ子どもを育てます。 ・「親育ち」を支援します。 
地地地地        域域域域    

    ・地域の支え合いの力を高め  ます。 ・地域の中で、みんなが参加  し、活躍できる場をつくり  ます。 ・地域愛を育み、地域の秩序  を高めます。 

家家家家        庭庭庭庭    

    ・家族間の愛情の量と質を高  めます。 ・自然を愛し、敬う心や和と  礼を重んじる価値観を育み  ます。 ・大人が子どもの模範となり  ます。 

本気で向きあう！ 

犬山市教育大綱骨子（案） 資料１ 



３．取り組みの方向性 「「「「生涯生涯生涯生涯にわたってにわたってにわたってにわたって自自自自らららら学学学学びびびび続続続続けるけるけるけるひとひとひとひとづくりづくりづくりづくり」」」」を実現するために、以下の３つの視点を重視しながら取り組  みを進めます。   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

１．学ぶ 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

              
「学ぶ」  ・・・過去から学ぶ 今を学ぶ 未来に学ぶ 
「護る」  ・・・子ども 自然 文化(財)  
「交わる」・・・異世代交流 異文化交流 地域交流 学校間交流 など 
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２．護る（守る） 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 

３．交わる 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 


